
カンピロバクター対策に関する

関係府省における情報発信の取組について

農林水産省食品安全政策課

資料７ 肉用鶏の衛生水準の向上等
に関する検討会（第２回）



１．関係府省による消費者、飲食店向け情報発信
の取組状況
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〇 カンピロバクター食中毒に対する国内外の関心の高まりを受け、食品安全委員会は、2006年にカンピロバク

ターに係るリスクプロファイルを公表(2021年に最終改訂)、2009年にはリスク評価書を公表。

〇 関係府省は、消費者・食品関連事業者に対して、多様な媒体（ウェブサイト、リーフレット、SNS、メール

マガジン等）により情報発信。また、厚生労働省は地方自治体を通じて食品関連事業者等を指導。

1-①関係府省における情報発信の取組（経緯）

〇関係府省の主な取組（消費者・事業者向け情報発信、指導（生産者向けは除く。））

リスク評価機関（食品安全委員会） リスク管理機関（消費者庁、厚生労働省、農林水産省）

2006年 リスクプロファイル(鶏肉を主と
する畜産物中のカンピロバク
ター・ジェジュニ/コリ)を作成、
公表

2009年 微生物/ウイルス評価書(鶏肉中の
カンピロバクター・ジェジュニ/
コリ)を作成、公表

2018年 リスクプロファイル(鶏肉等にお

けるCampylobacter jejuni/coli)を作
成、公表

2021年 リスクプロファイル(鶏肉等にお

けるCampylobacter jejuni/coli)を改
訂、公表

2005年 カンピロバクター食中毒予防について(Q&A)を作成し、消費者に情報提供(2016年
最終改訂)【厚生労働省】

2005年 カンピロバクターに関するリスクプロファイルを作成、公表【農林水産省】
（それ以降、適宜改訂）

2014年 食鳥処理場のHACCP導入型基準を規定【厚生労働省】

2017年 都道府県等に対して、飲食店が客に食鳥肉等を提供する際には加熱が必要である旨
について、食鳥処理業者等は飲食店営業者に情報伝達すること等を指導するよう通
知【厚生労働省・消費者庁】

2018年 食鳥処理場(認定小規模食鳥処理業者を除く)にHACCPに基づく衛生管理の実施を義
務付け(2021年６月施行）【厚生労働省】

2018年 都道府県等に対して、カンピロバクター食中毒を繰り返し又は広域的に発生させた
事業者に対して警察等との連携や告発など厳正に対応するよう通知【厚生労働省】

2019年 食鳥処理工程における微生物汚染低減策に関する事例集を作成【厚生労働省】

～毎年 都道府県等に対して、夏期・年末一斉取締において、鶏肉を取り扱う食品関連事
業者等が加熱用の鶏肉等について生食又は加熱不十分で提供することがないよう、
カンピロバクター食中毒対策に係る周知啓発を図るよう通知【厚生労働省・消費者
庁】

（資料）「食品健康影響評価のためのリスクプロファイル～鶏肉等におけるCampylobacter jejuni/coli～）改訂版」（2021年6月食品安全委員会）等を元に農林水産省において作成。

多様な媒体

（ウェブサイト、

リーフレット、

SNS、メールマガ

ジン等）により

情報発信

食品安全委員会

消費者庁

厚生労働省

農林水産省



4

〇 農林水産省は、2017年より、カンピロバクター食中毒を注意喚起するサイトを開設し、①鶏料理を楽しむた

めに注意すべきポイントの掲載、②リーフレット、YouTube動画等による情報提供を実施。総閲覧数は約25

万回、ノロウイルス(約30万回)よりも少なく、黄色ブドウ球菌(約9万回)、サルモネラ(約8万回)よりも多い。

〇 厚生労働省は、2017年、「カンピロバクター食中毒予防について（Q＆A）」を公開。

1-② 関係府省における情報発信の取組（ウェブサイト）

〇カンピロバクター対策に関する関係府省のウェブサイト)【閲覧数(2024年10月時点)】

（農林水産省ウェブサイト）
【閲覧数：約25万回】

https://www.maff.go.jp/j/fs/campylobacter.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou
_iryou/shokuhin/syokuchu/campylobacterqa.html

（厚生労働省ウェブサイト）
【更新のため総閲覧数は集計不可】

(参考)【2023年11月以降の閲覧数：約9.3万回】

https://www.maff.go.jp/j/fs/campylobacter.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/campylobacterqa.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/campylobacterqa.html
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〇 消費者庁は、2017年より細菌・ウイルスによる食中毒のウェブサイトを開設(閲覧数は約11万回)。同サイト

において、リーフレット等を掲載し、家庭でできる食中毒予防を啓発。

〇 食品安全委員会は、2016年からカンピロバクターによる食中毒について注意喚起するウェブサイトを開設

(2023年３月～2024年9月の閲覧数は約4.6万回)。

1-③関係府省における情報発信の取組（ウェブサイト）

〇カンピロバクター対策に関する関係府省のウェブサイト)【閲覧数(2024年10月時点)】

（食品安全委員会ウェブサイト）
【更新のため総閲覧数は集計不可】

（参考）【(2023年7月～2024年9月の閲覧数：約4.6万回】

（消費者庁ウェブサイト）【閲覧数：約11万回】

https://www.fsc.go.jp/sonota/e1_campylo_chudoku_20160205.html

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_
safety/food_safety_portal/microorganism_virus

https://www.fsc.go.jp/sonota/e1_campylo_chudoku_20160205.html
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_safety/food_safety_portal/microorganism_virus
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_safety/food_safety_portal/microorganism_virus
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〇 農林水産省は、消費者向けリーフレットを作成、2022年よりイベント等で広く配布し、消費者向けに家庭

で鶏肉料理を調理する際のポイントとして「生又は加熱不十分の鶏肉を食べない」など周知。

〇 食品安全委員会は、2016年にファクトシートを作成、カンピロバクターの概要、食中毒の症状、予防対策

について情報発信。

1-④関係府省における情報発信の取組（リーフレット等）

〇カンピロバクター対策に関する関係府省のリーフレット等【閲覧数(2024年10月時点)】

（農林水産省リーフレット）
【更新のため総閲覧数は集計不可】

（食品安全委員会ファクトシート）
【更新のため総閲覧数は集計不可】

（参考）【(2023年7月～2024年9月の閲覧数：約6万回】
https://www.maff.go.jp/j/fs/attach/pdf/campylobacter-2.pdf

https://www.fsc.go.jp/factsheets/index.data/factsheets_campylobacter.pdf

https://www.maff.go.jp/j/fs/attach/pdf/campylobacter-2.pdf
https://www.fsc.go.jp/factsheets/index.data/factsheets_campylobacter.pdf
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〇 厚生労働省及び消費者庁は、2017年3月、都道府県に対して、「食鳥処理業者、卸売業者、飲食店業者等

は、表示等により加熱が必要である旨の情報を確実に伝達するよう措置すること」等を連名で通知。

〇 厚生労働省は、2016年６月及び７月に、地方自治体に対して、食品関連事業者・消費者向けリーフレット

の活用により鶏肉は十分加熱することや「加熱用」表示の確認等の指導・啓発を依頼。

〇 消費者庁は、2019年以降、公益社団法人日本食品衛生協会と連携し、飲食店、食鳥処理業者、卸売業者向

けの啓発パンフレットを作成・配布し、「加熱用表示」の確認等を啓発。

1-⑤関係府省における情報発信の取組（リーフレット等）

〇カンピロバクター対策に関する関係府省のリーフレット【閲覧数(2024年10月時点)】

厚生労働省・消費者庁
(飲食店向け)

【更新のため総閲覧数は集計不可】

（参考）

【2023年６月以降の閲覧数：約1.2万回】

厚生労働省
(消費者向け(家庭調理))

【更新のため総閲覧数は集計不可】

（参考)

【2023年６月以降の閲覧数：約1.4万回】

厚生労働省
(消費者向け(外食時))

【更新のため総閲覧数は集計不可】

（参考）

【2023年６月以降の閲覧数：約1.4万回】

消費者庁
(飲食店・食鳥処理業者・

卸売業者向け)
【更新のため総閲覧数は集計不可】

https://www.mhlw.go.jp/content/0011
05700.pdf

https://www.mhlw.go.jp/file/06-
Seisakujouhou-11130500-
Shokuhinanzenbu/0000130237.pdf

https://www.mhlw.go.jp/file/06-
Seisakujouhou-11130500-
Shokuhinanzenb
u/0000130235.pdf

https://www.caa.go.jp/publication
/pamphlet/aasets/food_labeling_c
ms203_240605_01.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/001105700.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001105700.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000130237.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000130237.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000130237.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000130235.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000130235.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000130235.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000130235.pdf
https://www.caa.go.jp/publication/pamphlet/aasets/food_labeling_cms203_240605_01.pdf
https://www.caa.go.jp/publication/pamphlet/aasets/food_labeling_cms203_240605_01.pdf
https://www.caa.go.jp/publication/pamphlet/aasets/food_labeling_cms203_240605_01.pdf
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〇 農林水産省は、2017年から年間を通じて定期的に、Facebook、X(旧Twitte）、YouTubeなどSNSを

利用して消費者向けに鶏料理を楽しむために気をつけたいポイント、カンピロバクター食中毒防止について

情報発信。

〇 農林水産省が2024年4月に配信したカンピロバクター食中毒防止に関する情報の閲覧数は、Facebookで

は約2.1万回、Xでは約6万回。また、農林水産省は、メールマガジン「食品安全エクスプレス」（会員1.6万

人）により、毎日食品安全に関する情報をメール発信。

1-⑥関係府省における情報発信の取組（SNS等）

〇カンピロバクター対策に関する関係府省のSNS等【閲覧数(2024年10月時点)】

農林水産省
Facebook(2024年4月5日)【閲覧数：約2.1万回】
X(2024年4月5日)【閲覧数：約6万回】

消費者の方々向けに、

「生又は加熱不十分の鶏肉を食べない」など

の具体的な注意事項とその理由の発信
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〇 厚生労働省は、食品安全情報X、広報誌「厚生労働」等を通じて、生や加熱不十分の鶏肉料理によるカンピ

ロバクター食中毒について注意喚起。

〇 消費者庁は、2022年12月に消費者庁X等を通じて、生・半生・加熱不足の鶏肉料理のによるカンピロバク

ター食中毒について注意喚起。閲覧数は約5万回。

〇 食品安全委員会は、2024年10月に公式Facebook及びXにて、カンピロバクター食中毒について注意喚起。

Facebookのリーチ数は約1.5万回、Xの閲覧数は約8.9万回。

1-⑦関係府省における情報発信の取組（SNS等）

〇カンピロバクター対策に関する関係府省のSNS【閲覧数(2024年10月時点)】

厚生労働省食品安全情報Ｘ
※飲食店等事業者向け、又は消費者向け記事を毎週投稿

【更新のため総閲覧数は集計不可】
（参考）
【2024年8月投稿記事の総閲覧数：約2.2万回】

（食品安全委員会事務局 広報X）
【閲覧数：約8.9万回】

消費者庁 X
【閲覧数：約5万回】
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〇 農林水産省は、2021年にYouTube「鶏料理を楽しむために気を付けたいポイント～カンピロバクターによる

食中毒にご注意を～」を公表。閲覧数は約4千回。

〇 厚生労働省は、2010年にYouTube「食中毒予防 お肉はよく焼いて食べよう」を公表。閲覧数は約5.8万回。

〇 食品安全委員会は、2021年にYouTube「鶏肉の低温調理『安全に美味しく食べ物を調理しよう』」を公表。

閲覧数は約2.4万回。

1-⑧関係府省における情報発信の取組（SNS等(動画)）

〇カンピロバクター対策に関する関係府省のSNS(動画)【閲覧数(2024年10月時点)】

厚生労働省 YouTube
「食中毒予防 お肉はよく焼いて食
べよう」）

【閲覧数：約5.8万回】

食品安全委員会事務局 YouTube
「鶏肉の低温調理『安全に美味しく食べ
物を調理しよう』」

【閲覧数：約2.4万回】

https://www.youtube.com/watch?v=n
oFmvivZD7w&t=2s

https://www.youtube.com/watch?v=Hh5Gl4
ESsPk

https://www.youtube.com/watch?v=ECelJw
FU2Vg

農林水産省YouTube
「鶏料理を楽しむために気を付けたいポ
イント～カンピロバクターによる食中毒
にご注意を～」)

【閲覧数：約4千回】

https://www.youtube.com/watch?v=noFmvivZD7w&t=2s
https://www.youtube.com/watch?v=noFmvivZD7w&t=2s
https://www.youtube.com/watch?v=Hh5Gl4ESsPk
https://www.youtube.com/watch?v=Hh5Gl4ESsPk
https://www.youtube.com/watch?v=ECelJwFU2Vg
https://www.youtube.com/watch?v=ECelJwFU2Vg


２．消費者、飲食店従業員のカンピロバクターに
関する認知度・理解度
（東京都による調査事例）

※ 参考資料4、5参照
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〇「カンピロバクター」の名前を聞いたことがない都民は３割程度。

〇食肉の安全性に関する認識として、カンピロバクター食中毒が生又は
加熱不十分な鶏肉が原因で起きることを知っている都民は４割程度。

〇普段利用しているメディア・サービスは、インターネット、テレビ等で
あり、食品の安全性に関する情報について行政のウェブ情報の信頼度は
高い。

〇食品の安全性に関する情報収集については、６割程度の人があまり収集
していないが、大きな事件があると４割程度が収集。

2-①消費者の意識と課題（東京都による調査事例(2022年)）

【消費者の意識】

〇カンピロバクター食中毒のリスクについて、消費者に十分認知、

理解されていないのではないか。

〇行政からの情報は信頼されているが、大きな事件がない限り情報収集

しない消費者も多く、行政情報について注目度を高める工夫が必要では

ないか。

東京都調査を受けた現時点での考え方



〇食肉の生食経験者のうち、「よく食べる」「たまに食べる」人の割合は

「男性20代」「男性30代」が全体を大きく上回る。

〇食肉の生食後、体調不良を経験した人は「20代」が最多。

 体調不良経験後でも生食を継続する人が６割程度存在し、性別・年代別では

「男性30代」が最多。

〇食肉の生食の開始時期は「就職した頃から」「大学生の頃から」が多い。

「生食をよく食べる」グループは、「小学生の頃から」食べている割合が

全体よりも大きく上回る。

13

〇カンピロバクター食中毒の原因施設は一般飲食店が多く、原因食品は生又は加熱

不十分の鶏肉料理の関与が多い。

〇患者は「20代」が多く、職業は「会社員」 と「学生」が多い。

〇カンピロバクター食中毒のリスクについて、「20～30代の大学生・会社員」を

ターゲットとした情報発信が必要ではないか。

〇知識の定着や行動変容につなげるためには、教育現場や家庭における学習機会が

必要ではないか。

【カンピロバクター食中毒患者の属性】

2-②カンピロバクター食中毒患者の属性と肉食の生食経験者の意識と課題
（東京都による調査事例(2022年)）

【食肉の生食経験者の意識】

東京都調査結果を受けた現時点での考え方
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〇生・半生な状態で食べる食肉料理を提供している・していた都内飲食店

従業員で、「カンピロバクター」について名前を聞いたことがない者が

１割程度いる。

〇食肉の生食料理を提供した飲食店従業員のうち、「仕入れた食肉の

うち、自分や責任者が新鮮だと判断」して提供した割合は、「鶏の

内臓肉の刺身」が３割程度、「鶏肉の刺身」「鶏のたたき・とりわさ」

は各２割程度。

〇食肉の生食料理を提供する焼鳥・串焼き店の従業員のうち３割程度が、

食肉料理の安全性について「食肉の鮮度で担保する」と回答。

2-③飲食店従業員の意識と課題（東京都による調査事例(2022年)）

【飲食店従業員の意識】

〇新鮮だから安全だと誤解している飲食店従業員が一定割合存在し、カンピ
ロバクター食中毒のリスクについて十分認知、理解されていないのではな
いか。

〇生・半生や加熱不十分な鶏肉料理のリスクについて、飲食店従業員の知識
の定着や行動変容につなげる教育が必要ではないか。

東京都調査結果を受けた現時点での考え方



３．情報発信強化の検討方向
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3-①情報発信強化の検討方向

16

〇 第１回検討会における御意見（資料１再掲）

【消費者への効果的な情報発信・教育のあり方に関する課題】
⚫ 現状の行政からの情報発信は一方的な情報発信となっている印象。届けるべきところに情報が適切に届いているか検証の
上、届いていない場合は届ける工夫が必要。特に若年層に対しては、行政の情報が届いていないのではないか。

⚫ 消費者向けの情報提供の媒体として、料理サイトを活用してはどうか。
⚫ 英語でのSNSの情報発信があっても良いのではないか。
⚫ 家庭科の授業の中で、鶏肉を洗うなどの不適切な事例がみられると聞くので、学校の授業において、食品安全においても正

しい理解が得られるような取組があっても良いのではないか。

【飲食店従業員の知識の定着や行動変容につなげる教育に関する課題】
⚫ 『生/半生』を前提として提供される商品と『加熱不十分』の商品では対策のアプローチが異なり、『生/半生』を前提とし
た商品については商品そのもののリスクについて事業者理解を得ることが重要。『加熱不十分』のものについては調理段階
や従業員教育によるオペレーション管理が重要。

⚫ 飲食店での食中毒事例については、特に個人経営の飲食店での事例が多く、食品衛生責任者への教育の工夫等が必要。
⚫ 加熱・加工用の鶏肉については、加熱する旨を確実に伝える旨の通知が出されているところ、事業者・消費者が視覚的にも
認知できるために、情報伝達の工夫（ピクトグラムなど言葉以外を用いた標記の追加、多言語化等）を検討してはどうか。

〇 行政のウェブサイトには必要な情報が掲載されているが、効果的な誘導を考えては
どうか。
〇 行政のウェブサイトは一般に幅広い層を対象に情報提供しているが、文字数、色合

い、媒体など視認性を高めてはどうか。
〇 情報提供の内容・媒体について、情報提供する対象者別に、工夫する点を考えては
どうか。
〇 行政だけでは、情報提供の範囲が限られることから、食品関連の業界にも協力を得
てはどうか。

課題解決に向けた検討の考え方案



関係府省との連携、業界のご協力を得て、

・イベント、料理サイトの活用等による行政の情報媒体への誘導

・食品安全について関心が低い若者向けのより効果的な媒体の活用

・動画やリーフレット作成など教育現場や家庭での学習機会の提供

・ウェブサイトやリーフレットの多言語化

・加熱の必要性に関する表現の工夫 等

〇現時点で考えられる取組としては、以下のとおり。

3-②情報発信強化の検討方向

〇ターゲットを次の世代として、情報発信の強化のポイントについて、

20歳未満に対しては、「理解のしやすさ」と「学習機会」、

20～30歳代に対しては、「情報へのアクセス（リーチ）」、

を視点に検討してはどうか。

〇さらに、幅広い情報提供を目的に、「表現の工夫」を視点に検討してはどうか。

〇飲食店従業員に対しては、飲食店等の業界団体を通じた情報発信・行動変容に

 つなげる教育の方策等について検討してはどうか。

17

課題解決に向けた検討の視点
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